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１．はじめに 

 筑波大学空間情報科学・村山研究室では，明治期以降の社会経済データを収集しデータ

ベース化するとともに，行政界データとリンクさせて主題属性のマッピングを行うプロジ

ェクトを推進している．この一環で近年「歴史統計 GeoWeb」の開発を進めているので，

ここではその概略を紹介する． GeoWeb という Web2.0 ベースで，Java 言語などのプラグ

インにたよらなくても，標準のウェブブラウザーのみで，Google などの外部のウェブサー

ビスも援用してデスクトップＧＩＳ並みの機能を実現する技術，およびＦＯＳＳの統計解

析ソフトで近年普及しているＲ言語を用いている． 

 

２．システム構成 
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 本システムはクライアント－サーバシステムである（図１）． 

 
図１ システム構成図 

２．１ サーバ 

・ＭＳ４Ｗ（Apache+MapServer+PHP） 

・Ｒ言語 

 

２．２ クライアント側 

・MapFish(OpenLayers) 

 

クライアントソフトは FireFox を推奨とする．インターネットエクスプローラ（バージ

ョン６＆８）は地域分類の樹形図表示があまりにも遅く，表示後の動作が不安定になるこ

とがあるので勧められない． 

 

３．データ 

・大正期における市区町村別社会経済属性（国勢調査，1920 年） 

・昭和初期における市区町村別社会経済属性（国勢調査，1930 年） 

 

４．機能 

４．１ 起動画面 

 起動画面を図２に示す．以下がサイトのアドレスである． 

http://giswin2.geo.tsukuba.ac.jp/mapfish/MapFish-1.1/client/geoweb/hgeo/ 
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図２ 起動画面（FireFox） 

 

４．２ 年次とレイヤの選択 

「年次およびレイヤの選択」パネルをクリックし（図３），次にレイヤを選択する（図４）． 

 

 

 

 

図３ 年次の選択           図４ レイヤの選択 

 

 選択後，図５の地図が表示される． 

ツールバー 
レイヤースィッチャー 

全体図表示 

地図表示部分 

機能表示部分 
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図５ 選択年次のレイヤの表示 

 

４．３ 地図表示 

４．３．１ 拡大 

図６の「＋」の部分をクリックすると段階的に拡大表示ができ，「－」部分をクリックす

ると段階的に縮小表示ができる（図７）．または真ん中のボタンを操作する． 

 

図６ ズーム関連のコントロール 

 

 
図７ 拡大表示 
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４．３．２ 移動 

上下左右の矢印をマウスのドラッグでおこなえる． 

 

４．３．３ 全画面表示 

図６の地球の形をした部分をクリックすればよい． 

 

４．３．４ 全体図表示 

 地図表示部分の右下に全体図が表示され，現在の表示領域が赤い波線で囲まれて表現さ

れている（図８）．赤い波線で囲まれた表示領域はマウスをドラッグすることで変更できる． 

 

図８ 全体図表示 

 

４．４ コロプレス図 

 「コロプレス図」パネルをクリックすると，図９が表示される． 

         

図９ コロプレス図パネル           図１０ 属性選択 
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４．４．１ 属性の選択 

 属性の選択は図１０のように，コンボボックスより選ぶ． 

 

４．４．２ 分類の選択 

 分類方法は図１１のようにコンボボックスより選ぶ． 

           

図１１ 分類選択          図１２ 色指定 

 

４．４．３ 色指定 

 色の指定は図１２のように，色のパターンを選ぶ． 

 

４．４．４ 階級区分 

 階級区分の数は図１３のようにコンボボックスより選ぶ． 

     

図１３ 階級区分数指定       図１４ 変更時の表示例 

 

４．４．５ 表示変更の例 
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 図１４に上記の変更の例を示す． 

 

４．５ 円ドット 

４．５．１ 属性選択 

図１５で属性選択をすると円ドット図が表示される（図１６）． 

     

図１５ 属性選択          図１６ 円ドット図表示 

 

４．５．２ レイヤ削除 

 円ドット図が不要な場合は ボタンを押して削除できる． 

 

４．６ 属性検索 

「属性検索」パネルをクリックすると，図１７が表示される． 

     

図１７ 属性検索パネル          図１８ 属性選択 
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４．６．１ 属性選択 

 図１８のコンボボックスで検索したい属性を選択する． 

 

４．６．２ 条件式 

 図１９のコンボボックスで条件式を選択する． 

   
図１９ 条件式の選択        図２０ 値入力 

 

４． ６．３ 値入力 

図２０のように検索用の値を入力する． 

最後に ボタンを押すと実行結果が表示される（図２１，図２２）． 

 

図２１ 条件にマッチした件数を示すダイアログ 

 

 

図２２ 検索結果の表示（黄色部分が条件にマッチした部分） 
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４．６．４ レイヤ削除 

 検索結果が不要な場合は ボタンを押して削除できる． 

 

４．７ カルトグラム 

４．７．１ カルトグラムとは 

カルトグラムは各統計単位を属性の大きさに比例して変形させて表示する地図表現手法

である．カルトグラムには元の統計単位のポリゴンの形状を変化させるもの（面カルトグ

ラム），円や矩形で表現するものがある．面カルトグラムは， 統計単位のポリゴンの重心

からの距離を属性の大きさに比例させて拡大縮小させてポリゴンを描画する単純なもの

（非連続面カルトグラム）と，元の形状と位置関係を保持しつつポリゴンの形状を変形さ

せて描画するものがある． 

 円や矩形のカルトグラムは面カルトグラムと比べ，やや抽象的であり，元の統計単位の

形状が利用者によく認識されていることが必要になるが，本システムで使用する現在とは

形状の異なる戦前の行政単位では，カルトグラムと元の統計単位の比較がやや難しくなる

ことが想定される．これに対して， 面カルトグラムは元の形状との比較が容易である．と

くに連続面カルトグラムは，非連続面カルトグラムより，属性の大きさを強調する上で，

インパクトが強い．このため，本システムでは連続面カルトグラムを採用する． 

 

４．７．２ カルトグラムの表示 

 コロプレス図表示後，右側の地図表示部分の上にあるツールバーの「カルトグラム表示」

ボタン をクリックすると，１，２分後にカルトグラムが表示される（図２３a）．

カルトグラム表示されるまでは本システムの操作はできない． 

 

図２３a カルトグラム 

 



 10

４．７．３ カルトグラムのスタイル変更 

 「コロプレス図」パネルで色パターンなどのスタイルを変更できる．なお，その際には

コロプレス図のスタイルも同時に変更される． 

 

４．７．４ コロプレス図との表示切り替え 

 地図表示領域の右側のレイヤスイッチャー（図２３b）で，コロプレス図に表示切り替え

ができる． 

 

図２３b レイヤスィッチャー 

 

４．７．５ カルトグラムの削除 

 コロプレス図表示後，右側の地図表示領域の上にある「カルトグラム削除」ボタン

をクリックすると，カルトグラムが削除される． 

 

４．８ ラベル表示 

 ツ ー ル バ ー に あ る 「 ラ ベ ル 表 示 」 ボ タ ン の 左 に あ る 属 性 リ ス ト

で，任意の属性名を選んで， 「ラベル表示」ボタン

をクリックすると，図２３c のポリゴンのラベルが表示される． 

 
図２３c ラベルの表示 
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４．８．１ 表示 

 図２４のコンボボックスで属性を選択し， ボタンを押すと，選択された属性

が表示される（図２５）． 

 
図２４ 属性表示 

 

図２５ ラベルの表示 

 

４．８．２ ラベルの表示の切り替え 

 ラベル表示の切り替えは ボタンを押すことで可能である． 
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４．９ 情報表示 

 マウスで地図上の任意のポリゴンをクリックすると，その属性がダイアログに表示され

る（図２６）． 

 

図２６ 情報表示 

 

 表示を終了するには，ダイアログの右上にある ボタンをクリックする． 

 

４．１０ ＥＳＤＡ（探索的空間データ分析）／グラフ 

 ＥＳＤＡ（探索的空間データ分析）／グラフ機能では，散布図と折れ線グラフが表示で

きる．「ＥＳＤＡ（探索的空間データ分析）／グラフ」パネルをクリックすると，図２７が

表示される． 

     

図２７ 「グラフ」パネルの表示     図２８ 探索的空間データ分析の選択 

 

４．１０．１ ＥＳＤＡ（探索的空間データ分析） 

 図２８でＥＳＤＡ（探索的空間データ分析）を選択する．次に図２９のように属性を選

択する． 
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図２９ 属性選択 

 選択後，図３０の散布図が表示される． 

 
図３０のＥＳＤＡの散布図 

 

 図３０で，任意の点をクリックすると２変量の情報がポップアップウィンドーに表示さ

れ，同時に，地図表示部分に対応するポリゴンが選択表示される（図３１）． 

 

図３１ ２変量の情報のポップアップウィンドー表示と散布図で 

選択されたポイントに対応するポリゴンの選択表示 

 

 散布図が表示された状態で，地図表示部分で，任意のポリゴンをマウスでクリックする

と，対応する散布図のポイントが選択され，ポップアップウィンドーに情報が表示される

（図３２）． 

選択結果の表示をやめるには，上のダイアログや散布図のウィンドーを閉じて，最後に

「フィーチャ選択解除」ボタン を押せばよい． 
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図３２ 地図表示部分で選択されたポリゴンに対応するポイントの情報表示 

  

４．１０．２  散布図 

４．１０．２．１ 属性選択 

 図で属性を選択すると，グラフが表示される（図３３・図３４）． 

 

図３３ 属性の選択 

 

 
図３４ グラフの表示 
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 マウスでグラフ上の任意の点をクリックすると値が表示される（図３５）． 

 

図３５ 任意のポイントの値表示 

 

５．空間分析 

 「空間分析」パネルをクリックすると，分析手法のコンボボックスが表示される（図３

２）． 

     

図３２ 「空間分析」パネル                図３３ 分析手法の選択 

 

５．１ 分析手法の選択 

 分析手法の選択はコンボボックスでおこなう（図３３）． 

 

５．２ 基本統計量 
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基本統計量を選択すると，選択されているレイヤの基本統計量をダイアログに表示する（図

３４）． 

 

図３４ 基本統計量の表示 

 

５．３ 空間回帰 

 コンボボックスで「空間回帰」を選択すると「空間回帰：変数選択」ダイアログが表示

される（図３５）． 

 
図３５ 「空間回帰：変数選択」ダイアログ 

 

「空間回帰：変数選択」ダイアログで，従属変数をコンボボックスより選ぶ（図３６）． 

 

図３６ 従属変数の選択 
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次に図３７のように，独立変数を１つないし複数選択する． 

 
図３７ 独立変数の選択 

 

 選択した変数をマウスのドラッグ＆ドロップで左側のパネルに移す（図３８・図３９）． 

 

図３９ 選択された独立変数を項目パネルに移す 

 

 ボタンを押すと，サーバでの計算処理後，結果がダイアログに追加されて表

示され（図４０），予測値も地図表示される（図４１）． 

 

図４０ 計算結果のダイアログ 
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図４１ 予測値の地図 

  

 残差図はダイアログの「回帰分析結果地図表示」タブをクリックして，コンボボックス

で「残差」を選択すると（図４２），表示される（図４３）． 

 

図４２ 残差図の選択 

 

 

図４３ 残差図 

 



 19

 予測図および残差の分類手法，階級区分数および色指定は，「回帰分析結果地図表示」パ

ネルでコロプレス図と同様におこなえる（図４４）． 

 

図４４ 分類手法，階級区分数および色指定 

 

５．４ 地域分類（因子分析＋クラスター分析） 

 コンボボックスで「地域分類（因子分析＋クラスター分析）」を選択すると「因子分析＆

クラスター分析：地域分類」ダイアログが表示される（図４５）． 

 

図４５ 「因子分析＆クラスター分析：地域分類」ダイアログ 

 

 分析する変数を図４６のように選択する． 

 

図４６ 変数の選択 
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 選択した変数を右側の項目リストにマウスでドラッグ＆ドロップする（図４７・図４８）． 

 

図４7 変数を選択する 

 

図４８ 選択された変数を項目パネルに移す 

 ボタンを押すと，サーバでの計算処理後，結果がダイアログに追加されて表

示され（図４９），樹形図（図５０）と地域分類図（図５１）が表示される． 

 
図４９ 累積因子寄与率と因子負荷量 
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図５０ 樹形図 

 

 

図５１ 地域区分図 

 

 樹形図の右側のスライダーバーを操作することでクラスター数を変化させ，その結果を

地域分類図に反映できる． 

 

６．まとめ 

 本システムは以下のサイトで公開中である． 

http://giswin2.geo.tsukuba.ac.jp/mapfish/MapFish-1.1/client/geoweb/hgeo/ 

 

今後の課題は，本システムをベースに，より多くのデータを取り扱え，機能も豊富な歴

史統計 WebGIS へと発展させることである． 


